
・南が丘　4期目
・総務常任委員会委員

☎090-6010-7129

古木勝久

総
括
質
疑
は

こ
ち
ら
か
ら

☎080-5375-3240

・北矢名　1期目
・環境都市常任委員会副委員長

一般
質
問
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら

桑原昌之

☎090-5752-8260

・曽屋　1期目
・文教福祉常任委員会副委員長

田中めぐみ

一般
質
問
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら

☎090-2667-5499

・今泉　2期目
・総務常任委員会委員長

原 聡

一般
質
問
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら

と
も
に
つ
く
る
秦
野

　

第
３
回
定
例
月
会
議
で
は
、
主
に
令
和
７
年
度
の
予

算
執
行
に
つ
い
て
市
政
運
営
が
妥
当
だ
っ
た
か
を
質
疑

し
ま
し
た
。
今
号
で
は
決
算
総
括
質
疑
、
ま
た
一
般
質

問
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和８年９月
第３回定例月会議

議会報告
　
会
派
を
代
表
し
て
、
主
に

昨
年
度
の
施
政
方
針
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
決
算
総
括

質
疑
を
行
っ
た
。
広
域
消
防

体
制
、
電
子
地
域
通
貨
・
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
コ
イ
ン
、
人
口

の
社
会
増
、
障
害
者
等
へ
の

支
援
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
で
き
る
環
境
、
幼
児
教

育
・
保
育
の
質
の
充
実
、
多

世
代
交
流
施
設
、
は
だ
の
ス

ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
、
震
生
湖

太
鼓
橋
、
教
育
環
境
づ
く

り
、
都
市
農
業
を
質た

だ

し
た
。

　
市
長
の
答
弁
で
は
、
全
般

的
に
事
業
の
成
果
が
目
立
っ

た
が
、
課
題
に
関
す
る
分
析

が
少
な
か
っ
た
。
次
年
度
の

予
算
編
成
で
は
、
こ
の
こ
と

に
配
慮
さ
れ
る
こ
と
を
お
願

い
し
た
。

■
電
子
地
域
通
貨
と
本
市
の

人
口
の
社
会
増
の
効
果
は

　
秦
野
市
電
子
地
域
通
貨
事

業
基
本
計
画
に
あ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
で
は
「
加
盟
店

舗
数
や
登
録
ユ
ー
ザ
ー
数
、

決
済
額
等
が
目
標
に
達
成
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
本
来
は
店
舗
の
売
上
率

や
地
域
通
貨
の
再
支
出
の
増

加
、
地
域
内
収
支
等
の
経
済

指
標
を
含
め
た
目
標
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
抜
本
的
な

計
画
の
見
直
し
を
求
め
た
。

　
ま
た
本
市
の
人
口
の
社
会

増
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
や
移
住
・
定
住
促
進
等

に
よ
っ
て
「
令
和
７
年
も
転

入
者
が
転
出
者
を
上
回
り
、

５
年
連
続
の
社
会
増
で
、
特

に
30
代
、
40
代
の
子
育
て
世

代
を
中
心
に
、
生
産
年
齢
人

口
が
増
え
、
２
億
円
を
超
え

る
税
収
の
増
加
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
一
般
的
に
は
人
口
の
社
会

増
の
効
果
は
様
々
あ
る
。
例

え
ば
合
計
特
殊
出
生
率
や
計

量
的
な
地
域
経
済
指
標
、
雇

用
状
況
、
賃
金
水
準
、
１
人

当
た
り
の
市
税
総
額
等
で
あ

る
。
本
市
の
人
口
の
社
会
増

で
は
、
何
が
ど
の
よ
う
に
改

善
し
た
の
か
を
整
理
し
、
そ

の
目
的
に
向
か
っ
て
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

■
「
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
」

の
環
境
を
充
実
さ
せ
よ
う

　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
を
巡

る
運
動
不
足
や
自
然
体
験
の

減
少
、
過
度
な
安
全
志
向
等

の
課
題
を
受
け
、
本
市
に
お

け
る
「
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
」
の
重
要
性
と
公
園
等
の

環
境
整
備
等
に
つ
い
て
質
し

た
。

　
本
市
で
は
「
遊
び
は
子
ど

も
た
ち
の
主
体
的
な
成
長
や

非
認
知
能
力
を
育
む
重
要
な

も
の
で
あ
る
」
と
位
置
付

け
、
「
秦
野
市
こ
ど
も
計

画
」
に
基
づ
き
各
種
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
課
題
と
し
て
い
る

子
育
て
に
関
す
る
情
報
周
知

を
強
化
す
る
こ
と
や
公
園
遊

具
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
日

常
管
理
へ
の
支
援
に
努
め
る

と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
紙
ベ
ー
ス
の
広
報
な
ど
で

は
な
か
な
か
情
報
が
届
か
な

い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世
代

の
保
護
者
に
は
プ
ッ
シ
ュ
型

で
の
情
報
周
知
を
進
め
る
と

と
も
に
、
秦
野
の
豊
か
な
自

然
を
生
か
し
た
遊
び
の
環
境

を
全
庁
連
携
で
充
実
さ
せ
る

こ
と
を
求
め
た
。

■
商
店
街
街
路
灯
に
着
目
し

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
繋
げ
よ
う

　
商
店
街
の
街
路
灯
の
維
持

管
理
は
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
市
内
で
も
街

路
灯
の
老
朽
化
が
進
み
、
維

持
費
や
高
額
な
撤
去
費
が
商

店
会
を
圧
迫
し
て
い
る
実
態

を
挙
げ
、
市
の
支
援
体
制
や

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

　
市
は
電
気
料
全
額
補
助
を

継
続
し
つ
つ
共
同
管
理
や
過

剰
な
街
路
灯
の
本
数
の
適
正

化
を
後
押
し
し
、
国
や
県
へ

の
支
援
要
望
も
進
め
る
と
答

弁
し
た
。

　
街
路
灯
の
問
題
は
商
店
会

の
存
続
だ
け
で
な
く
、
４
駅

に
ぎ
わ
い
や
中
心
市
街
地
活

性
化
な
ど
、
本
市
の
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
直
結
す
る
こ

と
か
ら
、
商
店
会
任
せ
に
せ

ず
全
庁
的
な
支
援
体
制
を
構

築
す
る
よ
う
求
め
た
。

■
ク
ビ
ア
カ
か
ら
秦
野
の
桜

と
農
業
を
守
れ

　
桜
や
梅
、
桃
な
ど
を
枯
死

さ
せ
る
特
定
外
来
生
物
「
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」

が
、
中
井
町
で
も
確
認
さ

れ
、
「
一
万
本
の
桜
が
咲
く

ま
ち
」
秦
野
で
は
、
観
光
や

景
観
を
支
え
る
桜
に
加
え
、

特
産
の
八
重
桜
や
果
樹
農
業

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
事

か
ら
、
初
動
体
制
と
民
有
地

支
援
を
質
し
た
。
市
は
、
発

見
地
点
か
ら
１
キ
ロ
圏
内
を

重
点
調
査
し
、
３
キ
ロ
程
度

ま
で
警
戒
す
る
方
針
を
示

し
、
民
有
地
へ
の
公
費
対
応

は
公
益
性
や
緊
急
性
を
踏
ま

え
て
判
断
す
る
と
答
え
た
。

　
被
害
が
広
が
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
。
発
見
当
日
に
動
け

る
よ
う
、
農
業
者
や
市
民
へ

の
周
知
、
被
害
木
の
記
録
、

人
員
と
財
源
の
確
保
、
近
隣

自
治
体
と
の
広
域
連
携
体
制

を
あ
ら
か
じ
め
整
え
る
よ
う

求
め
た
。

■
県
立
化
も
含
め
震
生
湖
の

未
来
を
広
域
連
携
で
拓
け

　
誕
生
か
ら
１
０
０
年
を
超

え
た
震
生
湖
は
、
秦
野
市
と

中
井
町
を
つ
な
ぐ
貴
重
な
自

然
・
歴
史
資
源
で
あ
る
。
中

井
町
側
の
副
湖
を
含
む
周
遊

環
境
や
ア
ク
セ
ス
改
善
と
並

行
し
、
自
然
を
守
り
な
が
ら

整
備
を
進
め
る
考
え
に
つ
い

て
質
し
た
。
市
は
、
自
然
環

境
や
文
化
財
と
し
て
の
価
値

に
配
慮
し
、
中
井
町
と
連
携

し
て
安
全
な
散
策
環
境
を
整

え
、
魅
力
向
上
に
努
め
る
と

答
え
た
。

　
震
生
湖
の
魅
力
を
湖
畔
だ

け
で
完
結
さ
せ
ず
、
周
辺
地

域
へ
広
げ
る
視
点
が
必
要
で

あ
る
。
案
内
表
示
や
学
習
機

能
を
充
実
さ
せ
、
地
形
・
地

質
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ
「
ジ

オ
パ
ー
ク
」
の
視
点
を
生
か

し
、
箱
根
や
丹
沢
の
資
源
と

つ
な
が
る
散
策
拠
点
に
育
て

た
い
。
新
た
な
「
百
年
橋
」

の
完
成
を
契
機
に
、
両
市
町

が
将
来
像
を
共
有
し
、
次
の

１
０
０
年
を
見
据
え
た
整
備

を
進
め
る
よ
う
提
案
し
た
。

■
多
世
代
交
流
施
設
〜
市
民

の
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？

　
現
在
、
多
世
代
交
流
施
設

は
、
概
算
整
備
費
の
見
直
し

が
あ
り
50
～
70
億
円
の
予
定

で
あ
る
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
設
計
、
建
設

及
び
運
営
業
務
の
一
括
発
注

（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
）
に
よ
る
募

集
準
備
を
進
め
、
令
和
９
年

度
中
に
事
業
者
選
定
と
契
約

を
行
い
、
令
和
10
年
度
か
ら

設
計
し
、
令
和
11
年
度
中
に

は
工
事
に
着
手
し
、
令
和
13

年
度
中
の
供
用
開
始
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
。
市
は
様
々

な
周
知
を
行
っ
て
い
る
が
、

市
民
懇
談
会
15
名
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
14
名
の
参
加
人
数
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
周
知

を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
に
情
報
が
ど
の
程
度
届
い

た
か
、
広
報
効
果
測
定
を
行

う
こ
と
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
今
後
本
市
は
市
庁

舎
や
学
校
な
ど
重
要
度
の
高

い
施
設
の
更
新
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
更
新
へ
の
影
響

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
答
弁

で
は
多
世
代
交
流
施
設
整
備

に
よ
る
影
響
は
大
き
く
な

く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

適
切
に
管
理
し
な
が
ら
、
将

来
の
人
口
減
少
や
財
政
状
況

を
見
据
え
た
公
共
施
設
全
体

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
計
画
的

に
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
将
来
の
公
共
施

設
更
新
や
教
育
・
子
育
て
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
財
源
を
圧
迫
し
な
い
行
財

政
運
営
を
強
く
求
め
た
。

■
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学

び
の
保
障
に
つ
い
て

　
本
市
の
令
和
６
年
度
の
不

登
校
児
童
・
生
徒
数
は
３
６

８
人
で
、
教
育
支
援
教
室

「
い
ず
み
」
訪
問
型
個
別
支

援
教
室
「
つ
ば
さ
」
、
は
だ

の
っ
子
ｅ
ス
ク
ー
ル
は
、
い

ず
れ
も
定
員
に
近
い
人
数
が

利
用
し
て
い
る
。
学
校
現
場

の
支
援
の
充
実
の
た
め
、
小

学
校
で
も
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

や
、
Ｓ
Ｃ
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ
な
ど
専

門
職
の
充
実
を
求
め
た
。


